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国際看護師協会 

国際看護師協会 
 

国際看護師協会（ICN）は、130 以上の各国看護師協会

（NNAs）から構成され、世界中の 2,700 万人以上の看護

師を代表しています。1899 年に世界で初めて設立された

国際的な保健医療専門職団体の最大の組織です。 ICN

は、看護師によって運営され、世界中の看護師をリード

しながら、すべての人々へ質の高い看護を提供し、健全

な保健政策を世界的に推進し、看護の知識を発展させ、

世界的に看護師が尊敬される看護専門職であること、コ

ンピテンシーを備えた満足度の高い看護労働力の確保に

向けた活動をしています。 

 

Twitter と Facebook でフォローをお願いします。 

 



  
 
  

2021 年 年次報告書 

2014 年に国連で採択された「持続可能な開発目標

（SDGs）」には、世界の持続可能な開発課題を幅

広く網羅した 17 の目標が掲げられている。看護は

SDG の「目標 3：あらゆる年齢のすべての人々の

健康的な生活を確保し、福祉を促進する」におい

て重要な役割を果たしている。看護業務は他にも

多くの SDGs への取り組みに関わっており、ま

た、看護師は広範な状況と、個人や集団の健康と

の関連性も理解している。看護師は、一次医療提

供者として、あらゆる環境のあらゆるコミュニテ

ィにおいて SDGs 達成の鍵となる存在である。 

ICN の活動は、多くの側面で SDGs と重なってい

るため、本報告書でも SDGs のシンボルマークを

用いて関連を示している。 
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国際看護師協会 

1 年を振り返って私たちの功績を称えるとともに、ど

の分野にもっと取り組むべきか、どうすれば私たちの

ミッションをよりよく達成できるのか、どうすれば会

員の皆様にもっと貢献できるかを考えるのは、常に建

設的であると考えます。パンデミックにより大変な思

いをされてきた世界の看護師の擁護を続けていくとい

う決意を新たに、2021 年を迎えました。 

私たちの優先事項は明確でした。看護師や助産師が忘

れられることがないようにしました。ワクチン接種が

開始されると、看護師やその他の保健医療従事者が優

先され、暴力から守られ、仕事に対して正当な報酬を

得られるようにしました。 

年間を通して、BBC、CNN、Al Jazeera などの最も影

響力のあるメディアやその他のメディア支局に対し、

ワクチンの公平性や看護師不足、パンデミックが看護

教育に及ぼす影響など、看護師が今後も直面し続ける

課題について伝え、看護師をトップニュースに掲載し

続けました。問題について語るだけではなく、保健教

育再研修機会（HERO）基金などの解決策を提示しま

した。世界各地から毎週ケーススタディを発表し、看

護師の最前線からの話を大きく取り上げました。世界

保健総会などの国際政策立案会議に出席し、看護の声

を意思決定プロセスに取り入れました。 

私たちは、世界保健機関と緊密に連携し、「看護と助

産のグローバル戦略の方向性（ Global Strategic 

Directions for Nursing and Midwifery）」の策定、ICN

大会での討論や討議を主導する専門家の招聘、世界保

健総会や WHO 執行理事会への介入を継続的に行いま

した。 

初めてオンラインで開催した ICN 大会は素晴らしい成

功をおさめました。看護師が集まってベストプラクテ

ィスを共有し、課題の解決策を見出し、地域の優先事

項に焦点を当てました。また、本会議では、世界中の

看護師が、世界的な政治的リーダーや国際組織のリー

ダーといった多くの分野の専門家から話を聞くことが

できました。セレブリティからの応援メッセージも、

士気を高めてくれました。 

私たちはパンデミックが世界的な看護師不足、看護師

の集団的トラウマ、そして看護教育に及ぼした影響に

ついて調査を行い、報告書を公表しました。麻酔看護

師と処方看護師のためのガイドラインを作成し、東ア

フリカ、中央アフリカ、南アフリカ地域の看護師の教

育や労働市場を総合的に評価しました。 

こうした仕事の大半はアネット・ケネディ前会長の下

で実施されており、ケネディ氏に感謝申し上げます。

ケネディ氏は「ともに（Together）」という合言葉の

下、世界中の看護師たちをひとつにまとめ、声を上

げ、世界の保健政策に影響を与えました。 

ICN は、私たちの成果を誇りに思うとともに、私たち

のすべての活動を支えてくださっている各国看護師協

会に感謝したいと思います。より良く、より利用しや

すく、より公平な保健医療を目指して世界をリードす

るべく、より密接に協力して、会員協会と保健医療シ

ステムを強化していきたいと考えています。 

パメラ・シプリアーノ博士 

国際看護師協会 会長 

影響力 
ICN 会長（2021～2025 年） 

パメラ・シプリアーノの合言葉 

ICN 会長ご挨拶 
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ICN について 
 

ICNは、世界の各国看護師協会（National Nursing Associations/ NNAs）

から構成される組織です。本部をスイス（ジュネーブ）におき、世界のあ

らゆる地域から選出される看護リーダーから成る理事会によって運営され

ている。 
 

 

ICN会員と提携専門団体 

 
ICNは 130以上の各国看護師協会（NNAs）から構成さ

れ、世界中の何百万人もの看護師を代表している。

また、看護職にとって重要な課題について、これら

の会員協会と直接協力している。さらに、ICNは、多

くの国際的な看護専門団体に提携資格を与えてお

り、これにより一定の特権と利益を付与している。 

 

 

ICNは、世界レベルでの共同行動を通じて、会員に対

し自国と世界の看護界に付加価値を提供することを

保証し、共通の目標を達成するためのプラットフォ

ームや手段を提供し、社会的利益、専門職開発、お

よび NNAsの発展をもたらすために協働する。 

ICN と会員は、幅広い非政府組織、政府、政府間機

関、業界、主要な利害関係者と協力して、最大の影

響を及ぼすことを実現する。 

 



 
 
  



 
 
 
  

2021 年 年次報告書 

2021年、ICNは初代主任看護師にミシェル・エイコーン

博士を任命し、ICN の看護・保健医療政策活動の発展、

ICN プログラムやプロジェクトの戦略的開発・実施を主

導している。 

130 以上 
2021 年に ICN 会員である各国看護師協会の数 

ICN提携専門団体 
・国際新生児看護学会 

・国際麻酔看護師連盟 

・国際手術看護師連盟 

・国際アディクション看護学会 

• 国際がん看護学会 

・NANDAインターナショナル 

・シグマシータタウインターナショナル 

・世界クリティカルケア看護師連盟 
 

ICN事務局 
 

ジュネーブにあるICN本部には、ICN事務局長（CEO）

であるハワード・カットンが率いる、小規模ながら専

任のスタッフがいる。また、ジュネーブ事務局の外で

働いているスタッフも数名いる。 

 



  

会員協会代表者会議 (CNR) 

理事会の委員会 理事会・会長 

財務・運営 

 

看護 

 
 

コミュニケーション・イベント 

 
 
 

ガバナンス 

 
 

会員資格 

 
 

プログラム       
(PMO) 

リーダーシップ 
プロジェクト 

 
 
 

広報 
内部・外部

出版物 
スポンサー

シップ 

 
 
 

財務・管理 

 
 

政策 

実践 

 
 

イベント 

大会 

 
 

事務局長 

 
 



 
 
 
  

2017～2021 年理事会の任期は 2021 年に終了し、同年

選挙が行われた。2021～2025 年の任期を務める新た

な会長と理事会は、2021 年 11 月 4 日にその職務に就

いた。 

（米国看護師協会） 

（南アフリカ看護協会、DENOSA） 

（韓国看護師協会） 

（アラブ首長国連邦看護協会） 

（ノルウェー看護師団体） 

（チリ看護師協会） 

（台湾看護師協会） 

（スペイン看護総会） 

（スイス看護師協会） 

（キプロス看護師・

助産師協会） 

（カナダ看護師協会） 

（中国看護師協会） 

（スロベニア看護師・

助産師協会） 

2021-2025 年 

役員 

会長 

パメラ・シプリアーノ（米国看護師協会） 

第 1 副会長 

リサ・リトル（カナダ看護師協会） 

第 2 副会長 

カレン・ビョーロ（ノルウェー看護師協会） 

第 3 副会長 

レン-ホァ・ファン（台湾看護師協会） 

理事 

ファティマ・アル・リファイ（アラブ首長国連邦看

護協会） 

ノラ・エロイザ・バラオーナ・デ・ペニャーテ（エ

ルサルバドル看護師協会） 

ナンサパーン・チンルンプラサート（タイ看護師協

会） 

ホセ・ルイス・コボス・セラーノ（スペイン看護師

協会） 

アンドレ・ジテンバガーラ（ルワンダ看護師・助産

師協会） 

イヴ・メンガル（ベルギー看護師協会） 

手島恵（日本看護協会） 

アリシ・タラトカ・ヴディニアボラ（フィジー看護

12 人 
ICN 理事の人数（2021～2025 年） 

2017-2021 年 

役員 

会長：アネット・ケネディ（アイルランド看護師・助

産師協会）  

第 1 副会長：パメラ・シプリアーノ（米国看護師協

会） 
第 2 副会長：シムベカ・グゥアグゥア（南アフリカ看

護協会） 

第 3 副会長：サン・レイ・シン（大韓看護協会） 

理事 

ファティマ・アル・リファイ（アラブ首長国連邦看護

協会）  

カレン・ビョーロ（ノルウェー看護師協会） 

エリカ・カバジェロ（チリ看護師協会）  

レン-ホァ・ファン（台湾看護師協会）  

マリア・ユーラリア・ユヴェ（スペイン看護師協会） 

ロスヴィータ・コッホ（スイス看護師協会）  

イオアニス・レオンチュウ（キプロス看護師・助産師

協会）  

リサ・リトル（カナダ看護師協会） 

ブリギタ・スケラ-サヴィッチ（スロベニア看護師・

助産師協会）  

ウー・イン（中華護理学会） 
 

ICN 理事会 

（2017-2021 年、2021-2025 年） 
 

ICN は、ICN 投票地域に基づいて選出された理事に

よって統治される。理事会は、会員協会代表者会議

（CNR）の代理者として、CNR が構築した枠組みに

沿った政策を実施する。 

 



 
  

国際看護師協会 

ICN の使命は、世界の看護を代表し、看護専門職を

発展させ、看護師のウェルビーイングを促進し、あ

らゆる政策において健康を擁護することである。 

CNR は「社会経済福祉」、「規制」、「専門職実

践」という 3本の柱を立てている。 

ICN の 2019 年から 2023 年にかけての戦略計画は、

ICNの業務を包括する 4つの目標を掲げている。 

1. グローバルインパクト 

2. 会員のエンパワメント 

3.  戦略的リーダーシップ 

4.  革新的な成長 
 

ICN の使命、3 本の柱、戦略計画 

 

 
会員協会代表者会議（CNR） 
 

CNRはICNの統治機関であり、会員の入会、理事会

の選出、定款の改正、会費額の決定など、マクロ

レベルでの方針を決定する。2021年10月にCNRが初

めてオンラインで開催され、ICNの113の各国看護

師協会の代表者が参加した。この会議では、2021-

2025年を任期とするICN新会長と理事の選出が行わ

れた。 
 



 
  



 
  

世界の健康医療政策 

国際医療従事者年 

世界保健機関（WHO）は、「保護、投資、ともに」と

いうテーマの下、2021 年を国際医療従事者年に指定し

た。これは、健康、仕事、経済的機会および公平性に

おける配当を共有するために保健医療従事者に投資す

ることが急務であることを強調している。 

ICN は、世界保健医療専門職連盟（WHPA）を通じ

て、WHOのテドロス事務局長が議長を務める国際医療

従事者年運営委員会に保健医療専門職の代表として参

加した。同委員会は、その年の活動を推進し、特に

2021 年の最初の 100 日間で世界の保健医療従事者が新

型コロナウイルス感染症（COVID-19）ワクチンの優先

接種を受けられるよう働きかけ、加盟国、国際金融機

関、二国間および慈善団体のパートナーから、SDGs

の達成と COVID-19 からの回復を加速させるために保

健医療従事者を保護し投資するというコミットメント

を結集させる責任を担っている。 

ICN は、年間を通じて保健医療従事者を称え、保健医

療労働力の保護と投資を提唱する活動を行ってきた。

2021年 1月の動画で、WHPAの職員と ICNアネット・

ケネディ会長が注目したのは、COVID-19 による保健

医療従事者の許容できない感染者数と死亡者数だっ

た。7 月、ICN ハワード・カットン事務局長は、3 部構

成のウェビナーシリーズの一環として WHO 保健医療

労働力部門が主催するオンラインイベントに参加し

た。また、ICN 大会では、同じタイトルのメインセッ

ションで、このキャンペーンが紹介された。 

世界保健機関 

1948 年の WHO 発足当初から、WHO との公式な関係

は始まっており、公式ガイドラインの策定、政策策

定、諮問グループ、その他活動で協力を続けている。

特に WHO テドロス・アダノム・ゲブレイェソス事務

局長やエリザベス・イロ主任看護官（CNO）との関

係は強く密接で、テドロス事務局長は看護の重要性を

公式に認め、看護職の強化を公約にしている。2021

年も引き続き ICN は WHO との絆を強め、COVID-19

パンデミックの最前線で戦う看護労働力を支援・保護

するために両組織が協力した。 

テドロス博士を含むWHOの代表者は、11月の ICN大

会で次のセッション等に積極的に参加した。グローバ

ルヘルスの課題と看護師のグローバルヘルスの課題へ

の貢献に関する基調セッション、国際医療従事者年、

保健医療における回避可能な危害の排除における看護

師の役割、看護と助産のグローバル戦略の方向性に関

するメインセッション、保健医療環境における HIV 関

連のスティグマと差別、COVID-19 ワクチンの支援に

おける看護師の役割、水と衛生に関する WHO 活動に

関するシンポジウム。 

看護師やその他の保健医療従事者を保護するための

ICN の活動の詳細については、本報告書および 2021

年の COVID-19 に関する ICNの活動に関する特別報告

書を参照いただきたい。 

国際看護師協会 

ICN 目標 1：グローバルインパクト 
 
 

ICN は、「すべての人に健康を（Health for All）」を推進するため、世

界および地域レベルでの健康・社会・教育・経済政策の策定と実施に

対し、情報と影響を与えることを目指す。 

https://www.youtube.com/watch?v=Ycy8DoP4sF0
https://www.icn.ch/nursing-policy/icn-and-world-health-organization
https://indd.adobe.com/view/f618d9a4-9dee-4aa2-9521-ef1460c491f8
https://indd.adobe.com/view/f618d9a4-9dee-4aa2-9521-ef1460c491f8
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テドロス博士は、ICN アネット・ケネディ会長に、看

護職に生涯にわたり貢献してきたとして、グローバル

ヘルスにおける卓越したリーダーシップに対して、栄

誉あるグローバルヘルスリーダー事務局長賞

（Director General's Health Leaders Award）を贈呈し

た。 

看護と助産のグローバル戦略の方向性 

ICN は、新たな WHO の「2021～2025 年 看護と助

産のグローバル戦略の方向性（SDNM）」の策定に積

極的に参加し、同文書は 2021 年 5月に発表された。1

月に、ICN は WHO と 2 つのウェビナーを主催し、

SDNM について議論した。80 カ国以上から集まった

約 400 人の看護師リーダーが、新しい SDNM の 4 つ

の幅広い政策の重点分野（雇用、基礎教育、リーダー

シップ、実践）に含めることが重要だと考える取組み

について、意見を交換しました。ICN 理事会のメンバ

ー数名も、それぞれの地域を代表して介入した。

WHO はこのウェビナーからの情報を活用し、今後 4

年間の看護のグローバル戦略の構築に役立てた。 

5 月、新しい SDNM が第 74 回世界保健総会で採択さ

れた。そこでは、少なくとも 600 万人の看護師が世界

的に不足していること、看護の仕事・教育・リーダー

シップ・実践への投資の必要性、パンデミックに直面

した看護師の安全、WHO 加盟国すべてに政府レベル

の主任看護官を設置することの重要性など、ICN が過

去 18 カ月にわたってキャンペーンを行ってきた多く

の課題が取り上げられた。ICN は各国に対し、できる

だけ速やかに勧告内容を実施するよう求めた。 

「このグローバル戦略はかつてないほどに重要に

なってきており、私たちはそれを実行し、行動を

前に進めなければなりません。各国政府やすべて

のステークホルダーがいま行動を起こさない限

り、看護師の過度な労働、過少報酬、過小評価が

続く現在の状況は継続され、我々全員にとって壊

滅的な結果となる可能性があります。」 

2017～2021 年 ICN 会長 

アネット・ケネディ 

7 月に ICN は、東アフリカ、中央アフリカおよび南ア

フリカ（ECSA）における看護師教育や労働力の問題

に対し、SDNM がどのような影響を与えるかについ

て、ウェビナーを主催した。このウェビナーは、

ICN、世界銀行、ECSA 看護大学、Jhpiego が共同執筆

した報告書「ECSA 看護師の教育と労働市場（ECSA 

Education and Labor Markets for Nurses）」と SDNM

との関連性について、看護師に注意を促すことを目的

としたものである。看護教育、規制、データと分析、

看護労働市場への投資方法に焦点を当てた報告書の提

言を成功させるための重要な要素として、アフリカの

異なる国や地域の看護師間の協力と連携が強調され

た。 

政府レベルの主任看護官、NNA 会長、優秀なアカデミ

ックナース、看護規制担当者という 4部門のリーダーた

ちの協力が、真の変化をもたらし、非常に高いレベル

で看護・保健医療政策に影響を及ぼす力があると期待

されている。 

ICN 大会では、WHO 保健労働力ディレクターのジム・

キャンベル博士と WHO看護・助産技術官のキャリー・

マッカーシー博士が中心となって SDNM に関するメイ

ンセッションが開催された。 

世界中の看護師と助産師が集まって取り組みや経験を

共有したり、グローバルヘルスの課題に影響を与える

様々な分野の専門家から学んだりするためのネットワ

ークである、WHO 看護・助産実践グローバルコミュニ

テ ィ （ WHO Nursing and Midwifery Global 

Community of Practice）のウェブサイトで、リーダー

シップや雇用、サービス提供、教育のための ICN のリ

ソースが公開された。 

https://apps.who.int/iris/handle/10665/344562
https://apps.who.int/iris/handle/10665/344562
https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/WBG_ECSA%5B12%5D.pdf
https://nursingandmidwiferyglobal.org/page/icn-resources
https://nursingandmidwiferyglobal.org/page/icn-resources
https://nursingandmidwiferyglobal.org/page/icn-resources
https://nursingandmidwiferyglobal.org/page/icn-resources


 
  

WHO 執行理事会および世界保健総会 

WHO 執行理事会（EB）の年次会議が 1 月に開催さ

れ、加盟各国は世界保健総会（WHA）の議題と検討す

べき決議案を承認した。WHO の意思決定機関である

WHA には、WHO 加盟 194 か国の保健相・高官に加

え、市民社会の代表や利害関係者が参加している。EB

が作成した具体的な健康に関する議題に焦点を当てて

いる。ICN は、こうした重要な会議で、看護の声を代

表している。 

第 148 回 WHO EB は、2021 年 1 月 18～26 日に開催

された。ICN は、患者安全に関する世界的な対応、予

防接種計画 2030、COVID-19 への対応、COVID-19 パ

ンデミックに対するメンタルヘルスへの備えと対応に

ついて、声明を出した。 

第 74 回 WHA は、「このパンデミックを終わらせ、次
のパンデミックを予防する：より健康で、より安全
で、より公正な世界を共に構築する」をテーマに掲

げ、2021 年 5 月 24～31 日にオンラインで開催され

た。ICN は、NNA 会長、世界看護指導者機関の修了

生、政府の主任看護官など、45 ヵ国以上の看護師リー

ダー50 人以上がオンラインで代表団を務めた。また、

ICN 看護学生運営グループのメンバーで構成される学

生代表団も参加した。 

ICN は、予防接種計画 2030、保健医療労働力、

COVID-19 への対応、健康の社会的決定要因に関する

WHA への声明を発表した。総会では新たな SDNM を

採択し、WHOの人材戦略と COVID-19関連業務につい

て詳細に協議した。 

開会の挨拶で、テドロス事務局長は COVID-19 によって

115,000 人もの保健医療従事者の死亡が推定されると報

告した。パンデミックへの備え・対応のための 

独立パネル（IPPPR）は、「COVID-19：最後のパンデ

ミックに」と題した主要報告書を発表した。ICN は、資

金の不足している COVID に影響を受けた保健医療シス

テムの保護には、具体的な行動と意欲的な財政的コミッ

トメントが必要であることを示した今回の報告と、研究

結果を歓迎した。 

WHO 執行理事会および第 73 回世界保健総会における

ICN の介入に関する詳細な報告書は、こちらから閲覧可

能。WHA 74 のビデオ要約はこちらから、報告書全文は

こちらから閲覧可能。 

ICN は、11 月 29 日から 12 月 1 日にかけて開催された

WHA第 2回特別セッションにおいても、WHOの健康危

機への備えと対応の強化に関するワーキンググループの

報告書を踏まえ、パンデミックへの備えと対応に関する

条約、協定、その他の国際文書の起草と交渉のための政

府間プロセスの確立を視野に入れて、それらの WHO 文

書の開発の利点に関する声明を発表した。 

115,000 人 
2021 年 5 月までに COVID-19 によって死亡した保健医療従事者の数 

https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/EB148%20ICN%20statement%20Patient%20safety_FINAL.pdf
https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/EB148%20ICN%20statement%20IA2030_FINAL.pdf
https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/EB148%20ICN%20statement%20IA2030_FINAL.pdf
https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/EB148%20ICN%20statement%20COVID19-FINAL.pdf
https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/EB148%20ICN%20statement%20COVID%20%20MH_FINAL.pdf
https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/EB148%20ICN%20statement%20COVID%20%20MH_FINAL.pdf
https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/EB148%20ICN%20statement%20COVID%20%20MH_FINAL.pdf
https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/WHA74%20ICN%20statement%2013.8%20Imms.pdf
https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/WHA74%20ICN%20statement%2013.8%20Imms.pdf
https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/WHA74%20ICN%20statement%2015%20workforce%20v2.pdf
https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/WHA74%20ICN%20statement%2017.1%20COVID.pdf
https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/WHA74%20ICN%20statement%2017.1%20COVID.pdf
https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/WHA74%20ICN%20statement%2022.1%20SDoH.pdf
https://theindependentpanel.org/wp-content/uploads/2021/05/COVID-19-Make-it-the-Last-Pandemic_final.pdf
https://theindependentpanel.org/wp-content/uploads/2021/05/COVID-19-Make-it-the-Last-Pandemic_final.pdf
https://www.icn.ch/system/files/documents/2021-03/WHA%20%26%20EB%20Report_EN.pdf
https://www.youtube.com/watch?v=MuKuv72ao6g
https://www.icn.ch/system/files/2021-07/74TH%20WHA%20REPORT.pdf
https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/WHASS%202021%20ICN%20Statement.pdf
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「私たちは、すべての保健医療従事者を保護し、

その権利を確保し、安全かつ権限を与えられた環

境でのディーセント・ワークを提供する道義的責

任があります。これにはワクチンへのアクセスも

含まれます。私たちは回復・再構築するにあた

り、緊急時の備えと対応への投資においては、看

護師を含む保健医療従事者の教育と雇用を優先し

なければなりません。」 

WHO 事務局長 

テドロス・アダノム・ゲブレイェソス博士 

WHO 地域委員会会議 

ICN は各地域委員会に参加し、それぞれ次の議題につ

いて介入を行なった。第 71 回 WHO 欧州地域委員会

（9月 13日～25日）：「COVID-19パンデミックへの

対応：WHO 欧州地域からのこれまでの教訓」「ポス

ト COVID-19 時代におけるプライマリ・ヘルスケアの

改革」「欧州予防接種計画 2030：明日のためのより良

い健康づくり」。第 73 回 WHO アメリカ地域委員会

（9 月 22 日）：公衆衛生の発展を維持・保護するため

のレジリエントな保健医療制度の構築と COVID-19 パ

ンデミック後の回復のための戦略。第 68回 WHO東地

中海地域委員会（10 月 11 日）：保健医療の緊急事態

の備えと対応の促進-行動計画。第 72 回西太平洋地域

委員会（10 月 25～29 日）：COVID-19。 

国際連合 

6 月、ICN は国連に対し、パンデミック対策に関する

宣言を起草し、国際的な保健医療の緊急事態への対応

を監督する「Global Health Threats Council」を設置

するよう要請した。ICN は、パンデミック対策・対応

のための独立パネルの研究結果を支持し、国連事務総

長のアントニオ・グテーレス氏に書簡を送り、保健医

療従事者が二度と同様の犠牲を強いられることがない

よう、グローバルな対応の指揮をとるよう要請した。 

「パンデミック発生以来、少なくとも 115,000 人

の保健医療従事者が COVID-19 によって死亡して

いることが確認されており、1日あたり 200人以上

が亡くなっているということになります。これは

連日、航空事故が起きていることに相当します。

しかし、原因を解明し、保健医療従事者を保護

し、さらなる死亡を防ぐための対策に役立つ詳細

なデータ、つまりブラックボックス・フライトレ

コーダーを誰も探そうとしないのです。もし、こ

のようなことが経済の他のセクターで起こってい

たら、緊急対応や公式調査が行われ、人々の安全

を第一に考えることが約束されたことでしょ

う」。 

ICN 事務局長 ハワード・カットン 

11月、ICNはグラスゴーで開催された国連気候変動会

議 COP26 に参加し、WHO や世界気候保健連合

（Global Climate and Health Alliance）とともに発言し

た（22 ページ参照）。 

11 月に開催された ICN 大会では、国連人権高等弁務

官のミシェル・バチェレ博士と、前国連事務総長の潘

基文氏が基調講演を行った（ICN 大会については 37

ページ参照）。 

https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/RC%2071%20EURO%20COVID%20ICN%20EFNNMA%20statement%20final.pdf
https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/RC%2071%20EURO%20COVID%20ICN%20EFNNMA%20statement%20final.pdf
https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/RC%2071%20EURO%20COVID%20ICN%20EFNNMA%20statement%20final.pdf
https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/RC%2071%20EURO%20PHC%20ICN%20EFNNMA%20statement%20final.pdf
https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/RC%2071%20EURO%20PHC%20ICN%20EFNNMA%20statement%20final.pdf
https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/RC%2071%20EURO%20PHC%20ICN%20EFNNMA%20statement%20final.pdf
https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/RC%2071%20EURO%20EIA2030%20ICN%20EFNNMA%20statement%20final.pdf
https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/RC%2071%20EURO%20EIA2030%20ICN%20EFNNMA%20statement%20final.pdf
https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/73rd%20session%20of%20regional%20comittee%20of%20WHO%20for%20the%20Americas%20ICN%20statement%20agenda%20item%204.8.pdf
https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/73rd%20session%20of%20regional%20comittee%20of%20WHO%20for%20the%20Americas%20ICN%20statement%20agenda%20item%204.8.pdf
https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/73rd%20session%20of%20regional%20comittee%20of%20WHO%20for%20the%20Americas%20ICN%20statement%20agenda%20item%204.8.pdf
https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/73rd%20session%20of%20regional%20comittee%20of%20WHO%20for%20the%20Americas%20ICN%20statement%20agenda%20item%204.8.pdf
https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/EMRO%20RC68%20ICN%20statement%20item%203a.pdf
https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/EMRO%20RC68%20ICN%20statement%20item%203a.pdf
https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/EMRO%20RC68%20ICN%20statement%20item%203a.pdf
https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/EMRO%20RC68%20ICN%20statement%20item%203a.pdf
https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/WPRO%20RC%20statement%20ICN_COVID19.pdf


 
  国際労働機関 

4 月 27 日、ICN と国際労働機関（ILO）は「COVID-

19 の影響：パンデミックによる世界の看護・保健医

療従事者不足と雇用形態の変化」と題するウェビナ

ーを主催した。この重要なディスカッションでは、

ICN のコンセプトであり、教育部門の能力を高め、職

を失った人が保健医療労働力に移行するのを支援す

ることを目的とした、保健医療教育・再訓練機会

（HERO）基金について紹介し、検討した。また、看

護師を惹きつけ、維持するための教育、雇用、労働

条件を定めた ILO 看護職員条約（C149）についても

議論した。 

ILO のガイ・ライダー事務局長は 11 月の ICN 大会で

講演し、看護職への投資は重要だが、"より広範なデ

ィーセント・ワーク不足に対処するための施策と同調

して取り組む必要がある "と述べた。 

「保健医療システムにレジリエンスを構築すると

いうことは、保健医療従事者の研修や給与、条件

に投資することを意味します。つまり、職場での

基本的な権利を尊重することを意味しているので

す。ILO は皆さんとともに、看護師のディーセン

ト・ワークに対する権利を強化し、支援すること

を誇りに思います。」  

ILO 事務局長 ガイ・ライダー 

国際看護師協会 

世界保健医療専門職同盟 

世界保健医療専門職同盟（World Health Professions 

Alliance：WHPA）は、ICN と国際薬剤師・薬学連合、

世界理学療法連盟、世界歯科連盟、世界医師会で構成

される同盟である。WHPA は費用対効果と質の高い保

健医療の全世界への提供に向けて、世界的な健康課題

に取り組んでいる。WHPA のパートナーは世界各国の

600 以上の組織に及び、WHPA はこの 5 分野の保健医

療専門職にとって、世界に向けた重要なアクセスポイ

ントとなっている。 

WHPA は、WHO 保健医療従事者年運営委員会に保健医

療専門職を代表して参加した（13ページ参照）。3月、

WHPA は、すべての最前線の労働者に対するワクチン

の公平性の促進を求め、保健医療専門職に WHO ワクチ

ン公平分配宣言（WHO Vaccine Equity Declaration）に

署名するよう呼びかけた。 

https://www.whpa.org/
https://www.whpa.org/
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5 月、ICN ハワード・カットン事務局長は、働きやす

い実践環境のための決起キャンペーンの一環として

「COVID-19：職業病か？」と題した WHPA ウェビナ

ーに参加した。ウェビナーでは、保健医療従事者の健

康とウェルビーイングを守り、予測される人材不足の

回避に役立つ働きやすい実践環境の重要性について議

論した。COVID-19 を職業病として認識することで、

死亡や感染に関する報告、より良いリスク評価、基準

の設定、COVID-19 によって死亡または影響を受けた

人への補償につながり、保健医療専門職が正当にサポ

ートされることの必要性に焦点を当てた。 

6 月、ハワード・カットン事務局長は ICN を代表し

て、WHPAの代表者とともに、「ワクチンへのアクセ

スと接種率の向上に向けた協力」討論会に参加した。

このイベントでは、他の保健医療専門家、公衆衛生機

関、外部機関、患者代表団体との、ワクチン接種にお

ける専門職間および機関間の連携に焦点を当て、ワク

チン接種率向上のための世界的な支援およびキャンペ

ーンの創設と開発、その影響について紹介した。 

IPPPR による報告書の発表（15 ページ参照）を受

け、WHPAはその研究結果および具体的な行動を支持

すると発表した。また、政策立案者や規制当局、専門

機関、保健医療施設、コミュニティに対し、働きやす

い実践環境のために行動を起こすよう求め、すべての

国に対し、COVID-19 を職業病として分類・治療する

よう呼びかけた。 

12 月、WHPA は新たな興味深い取り組みである現場

からの声を立ち上げた。このインタビューシリーズで

は、現場の保健医療専門職から実例を集め、彼らの仕

事が認知され、支援を受けられるよう、保健医療専門

職を紹介している。 

G7 と G20 

7 カ国首脳会議（G7）と 20 カ国・地域首脳会議

（G20）は非公式なガバナンスクラブであり、国家首脳

会議を毎年開催し、世界的に重要な課題について議論す

る。WHO が 5 月に、COVID-19 によって 115,000 人の

保健医療従事者が死亡したと発表したことを受け、6 月

11 日から 13日にかけて開催された第 47回 G7首脳会議

を前に、ICN は G7 首脳に対し、看護師を新しいパンデ

ミック条約の中核に据えるよう書簡で呼びかけた。ICN

は、保健医療従事者のこの悲劇的な死亡者数の重大さ

は、G7 首脳による迅速かつ劇的な行動を必要としてい

ると述べた。 

10月、ICNは、10月 30日～31日にローマで開催された

G20 に対し、COVID-19 パンデミックの被害から必要不

可欠な看護職や保健医療スタッフを守るために、最終的

に強力な行動を起こすよう呼びかけた。この呼びかけ

は、WHO が COVID-19 による保健医療従事者の死亡者

数を 18 万人に更新したことを受けたものである。ICN

は、これは控えめな推定だと考えていると述べた。世界

の多くの地域では、未だにワクチン未接種で、適切な個

人防護具（PPE）を使用せずに働かざるを得ない看護師

がいる中、ICN は看護師を守るための協調的行動を求め

た。 

Nursing Now グループ 

2018 年に立ち上げられた Nursing Now は、看護の地位

と認知度を高めるための世界的キャンペーンであり、

2021 年 6 月に終了した。ICN は、Nursing Now グルー

プを通じて、このキャンペーンのレガシーを継承してい

る。Nursing Nowは、バーデット看護信託のプログラム

である Nursing Now チャレンジとして継続されてい

る。このプログラムは 2022 年末までに 150 カ国以上の

10 万人の看護師と助産師のリーダーシップ開発機会を

創出することを目的としている。 

ICN は 2 月に 2 つのウェビナーを開催し、Nursing Now

キャンペーンの一環として、世界中の Nursing Now グル

ープとともに、各グループの推進力と努力に基づき、今

後の計画について話し合った。また、ICN は年間を通し

て Nursing Now のウェビナーにも参加した。ウェビナー

では、以下のようなテーマが取り上げられた。Nursing 

Now の#NursesTogether キャンペーンを立ち上げに向け

た「影響力とアドボカシー：看護の未来を形作る」。看

護師のリーダーシップを促進し、ユニバーサル・ヘル

ス・カバレッジを達成するために、なぜそれらが不可欠

であるかを検証する「ジェンダー平等、ディーセント・

ワークと看護」。看護師の移動に関する世界的な傾向を

探り、移動する看護師の経験と、それが彼らの知識とス

キルを十分に発揮して実践する能力にどのような影響を

与えるかを考察する「看護師の移動の重要性」、「危機

における看護と助産」。 180,000 人 
2021年 10月までに COVID-19によって死亡した保健医

療従事者の数 
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5 月 24 日、Nursing Now、ICN および WHO は、3 年

間のキャンペーンを締めくくるグローバルフットプリ

ントのイベントを開催した。西太平洋地域で始まった

このイベントは、Nursing Now キャンペーンで学んだ

経験や教訓を振り返りながら、Nursing Now グループ

とナイチンゲール・チャレンジプログラムが主導する

6 つの地域セッションを開催するため、世界中を回っ

た。 

6 月に、ICN アネット・ケネディ会長は、アイルラン

ド王立外科医学院（RCSI）医療機関グループのため

のナイチンゲール・チャレンジで、「ICN のグローバ

ルリーダーシップ、看護の世界的な声」と題した討論

会を主導した。ハワード・カットン事務局長は、カタ

ール保健省の世界技術革新サミット、Nursing Now チ

ャレンジ、そしてBMJとの共催で開催された「変化の

最前線にある看護師ー現状に挑む」と題するイベント

に介入した。このイベントは「世界的な気候変動対策

における看護師の重要な役割、看護職はデジタル化さ

れた未来にどのように適応するのか」、そして「健康

の公平性のための看護師」という報告書の発表に際し

て行われた。ICN ミシェル・エイコーン主任看護師

は、11 月に開かれたアンティオキア Nursing Now（コ

ロンビア）のイベントに参加し、看護リーダーシップ

についてライブで発表した。 

ICN は 12 月に、WHO SDNM において最も差し迫った

優先的な政策と各国で起こっていることについて、

Nursing Now グループの簡易調査を実施した。 ICN

は、世界各国の Nursing Now グループの貢献をこれか

らも重視する。 

世界的な健康問題 

COVID-19 

ICN の COVID-19 パンデミックに対する取組みは非常

に広範にわたり、この報告書にすべてを収載すること

はできない。別途、報告をこちらから閲覧可能。本項

では、ICN が作成した COVID に関する主要な出版物に

限定して取り上げる。 

2021 年の初めに、ICN は COVID-19 パンデミックによ

る看護師の集団トラウマに関する新たな報告を発表し

た。ICN による NNA 調査の結果を詳述し、感染者数や

死亡者数、ストレス、バーンアウト、専門職からの大

量離職の警鐘に関するデータを収載している。調査の

結果、増え続ける仕事量や、継続的な酷使、ワクチン

接種反対派による抗議活動などに直面することで、過

重な労働を強いられているスタッフの心理的苦痛が増

していることが明らかになった。ICN は、各国政府が

COVID-19 の影響に対処する措置を今講じなければ、

パンデミックが次世代を担う看護職を損なうリスクが

あると警告した。さらに、ICN は 2 つのファクトシー

トを発表した。1 つは看護師や他の保健医療従事者に

おける COVID-19 の感染と死亡、もう 1 つは看護職に

おけるストレスとバーンアウトに関するものである。 

WHOが世界的な COVID-19パンデミックを宣言してか

ら1年が経った2021年3月に、ICNは2020年のCOVID

に関する取組みについてオンライン発表を行った。報

告書は、この異例の年を月ごとに記録したもので、こ

の重要な時期にジェンダー不平等や看護師への投資の

欠如があったことを明らかにしている。COVID につい

ての ICNの取組みに関する 2021年の報告書は、こちら

から閲覧可能。また、ICN は、世界的な看護師不足と

看護師の定着に関する報告書とファクトシートを発表

し、NNAs の 90%が、パンデミックへの対応に関連す

る仕事量の多さ、リソースの不足、バーンアウト、ス

トレスの多さが、離職する看護師の増加につながった

ことを、多少または極めて懸念していると報告した。 
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継続する看護師不足、看護労働力の高齢化、および増

加する COVID の影響により、ICN は、今後の世界の

看護師不足を補うためには、4月には、最大 1300万人

の看護師が必要になると推定した。COVID-19 パンデ

ミックにおける看護教育と新たな看護労働力について

の詳細な報告書とファクトシートが発表された。 

COVID-19 パンデミックに対する ICN の取組みの詳細

については、「ワクチンの公平性」の項（28ページ）

を参照。 

「看護師が受けている負担は容認できないもので
あり、多くの看護師がプレッシャーを感じ、自分
が好きな仕事を続けることができないと決断した
としても、驚くことではありません。熱心で経験
豊富な看護師がキャリアを終わらせようとすると
き、それは何か重大な問題があることを明確に示
しているのです。看護師の仕事量が多すぎたり、
正当に評価されていない場合、彼らに仕事を続け
ていくことを期待することはできないのです。看
護師の皆さんの仕事は、昨年、本来求められてい
る職務をはるかに越えていました。各国政府は
今、看護師が患者や家族、コミュニティのために
重要な仕事を行う上で必要な支援を提供し、彼ら
の献身とコミットメントに報いる必要がありま
す。」 

 

2017～2021 年 ICN 会長              

アネット・ケネディ 

90% 
COVID の影響により看護師が離職することに懸念を示した NNAs の割合 

非感染性疾患 

非感染性疾患（NCDs）は地球上で最大の死因である

が、適切に生活習慣を改めれば、これらの疾患はすべ

て治療可能であり、予防することも可能である。看護

師は、人々が長く幸せで健康的な生活を楽しむことが

できるよう、生活を調整する手助けをするという重要

な役割を担っている。 

2021年を通じて、ICNは、以下を含むNCDsに関する

いくつかのハイレベルの国際会議に参加した。総合的

な NCD サービスを強化するためのコンピテンシーに

基づく能力開発の主要分野を探ることを目的とした、

WHO 戦略円卓会議「NCDs に対応できる労働力の構

築」。世界心臓連合による「今こそ肥満に取り組む」

と題した第 6 回循環器系の健康に関するグローバルサ

ミットでは、ICN が、CVD と肥満の関連性に対処する

保健医療労働力の強化について取り上げた。第 9 回

WHO たばこ規制枠組み条約締約国会議では、ICN が

枠組みの実施における世界的な進捗について、ビデオ

声明を発表した。ICN 大会では、NCDs などの重大な

健康・社会問題への取り組みにおける看護の役割を検

討するメインセッションが開催された。 

https://www.icn.ch/system/files/2021-07/ICN%20Policy%20Brief_Nursing%20Education.pdf
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  患者安全 

看護師にとって、安全で質の高い患者ケアを提供する

ことは最も重要である。看護はあらゆる領域に及ぶケ

アを提供するため、看護師は患者に及ぶ危害を防止

し、あらゆる状況で提供される保健医療の質と安全性

を向上させるのにふさわしい立場にいる。そのため、

看護師はすべての保健医療機関の患者安全システムと

プロセスの設計と運用の中心的存在であるべきであ

る。 

3 月 18 日、G20 保健開発パートナーシップと RLDatix

は、「見落とされたパンデミック - 患者安全を変え、

保健医療システムを救うには」と題した新しい報告書

を発表し、これには ICN アネット・ケネディ会長の寄

稿も掲載されている。「患者安全啓発週間」のバーチ

ャルイベントの一環として、ケネディ会長はパネルに

登壇し、報告書を発表した。 

8月に、ICNはWHOのグローバル諮問「行動を起こす

パートナーたち：世界患者安全行動計画 2021～2030

の実施に向けた関係者の参画」に参加し、世界患者安

全行動計画の実施に向けた行動について議論し、優先

活動を特定し、それぞれの活動パートナーへの提言を

策定した。 

9 月、ICN は国際新生児看護師協会と共同声明を発表

して「世界患者安全の日」の推進に参加した。看護労

働力が安全で丁寧なケアを提供し、母親と新生児への

回避可能な危害を減らすことができるよう、すべての

関係者に対し持続可能な行動をとるよう呼びかけた。 

メンタルヘルス 

ICN は、メンタルヘルスを扱う時に、保健医療労働力

がケアとアドボカシー、リーダーシップに果たす役割

が十分認識されていないことを憂慮している。また、

メンタルヘルスに関連する政策・戦略・法規の策定に

おいて、消費者やコミュニティが不在であることも懸

念している。パーソンセンタード・ケアやコミュニテ

ィの関与は、将来の実施計画において最前線かつ中心

に置かれなければならない。 

ICN は、以下を含むメンタルヘルスをテーマとしたウェ

ビナーや会議に参加した。世界セルフケア連盟と Health 

Policy Watch が主催した「COVID-19 と最前線の労働

者」と題したウェビナーでは、ICN ミシェル・エイコー

ン主任看護師がメンタルヘルスについて講演した。アテ

ネで開かれた WHO 欧州地域メンタルヘルス会議では、

ICN ハワード・カットン事務局長が、保健医療労働力の

メンタルヘルスとウェルビーイングについて講演し、こ

の問題への取り組みと説明責任の進展における看護師協

会の役割などについて述べた。WHPAのウェビナー「保

健医療従事者のメンタルヘルスを守る」。USAID、

WHO、UNPF のオンラインフォーラム「沈黙の負担に

声を上げる：母親のメンタルヘルスに関する技術相

談」。 

10月 8日の世界メンタルヘルスデーに、ICNはパンデミ

ックの渦中にある看護師のメンタルヘルスを守るよう改

めて呼びかけ、世界中で利用できるメンタルヘルスに関

するリソースの概要を示した WHO メンタルヘルス・ア

トラス 2020 を紹介した。この報告書によると、世界的

に、看護師はメンタルヘルスの労働力の 44％を占めて

おり、西太平洋など一部の地域では、68％にも達してい

る。 

2021 年、ICN は国際的な精神看護分野における看護労

働力の調査を実施した。調査結果は、2022 年に発表さ

れるメンタルヘルス看護ガイドラインの作成に活用され

る。 

気候変動 

気候と健康に関する行動は、ICN の優先課題である。

ICN は過去数年にわたり、気候変動と健康の分野の取り

組みを主導している世界のパートナーと協働し、気候変

動の緩和と適応における保健医療セクターと看護コミュ

ニティの参画を増やす取り組みを行なっている。 

9 月 6 日、ICN のインターナショナル・ナーシング・レ

ビューは、世界の 200 以上の主要な保健ジャーナルとと

もに、世界の平均気温の上昇を 1.5℃以下に抑え、自然

破壊を食い止め、健康を守るための緊急行動を求めた。

10月、ICNはWHOの新しい「気候変動と健康に関する

COP26 特別報告書」を支持し、世界中の人々の健康に

壊滅的な影響を与える気候危機を回避するべく、直ちに

行動を起こすよう世界各国政府に呼びかけた。ICN は、

197 の政府指導者と各国代表団に宛てた公開書簡に署名

し、気候危機は人類が直面する唯一最大の健康上の脅威

であると警告し、世界の指導者に気候変動対策を実現す

るよう呼びかけた。 

国際看護師協会 
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https://www.who.int/publications/i/item/9789240036727
https://healthyclimateletter.net/


  

「パンデミックなのか、気候変動の影響なのかに

かかわらず、人々の健康は深刻な影響を被ってい

る。看護師は、この世界的に拡大する危機とそれ

が引き起こす苦しみを目の当たりにしており、も

はや黙っていることはできません。パンデミック

は非常に多くの病気や死を引き起こしています

が、今措置を講じない限り、その影響は気候変動

の影響の陰に隠れてしまうことでしょう」 

ICN 事務局長 ハワード・カットン 

11 月、ICN はグラスゴーで開催された国連気候変動枠

組条約第 26 回締約国会議（COP26）に参加し、

COP26 WHO ヘルスパビリオンプログラムの一環とし

て、健全な環境のための看護師連合と共同でイベント

を主催した。COP26 宣言が発表される直前、ICN は声

明を出し、宣言が実現されなければ、保健医療従事者

はその結果に対処しなければならなくなると警告し

た。 

ICN は、11 月 15 日に開催された WHO の「健康のため

の気候変動」に関するウェビナーに参加した。これ

は、COP26 を背景に、「健康のための気候変動」とい

う国際課題への看護・助産の関与や取り組みに関する

関心、議論、考察を促すことを目的として開催され

た。 

ジェンダー平等 

COVID-19 パンデミックによって、不平等な給与、保

育サービスへのアクセスの不足、家庭内虐待の増加、

仕事量の不平等、ジェンダーバイアスに至るまで、継

続的なジェンダー不平等が露呈している。2021 年、

ICN はこうした問題の多くに注目した。 

2021 年、ICN はジェンダーと健康に関するいくつかの

ハイレベルな議論に参加した。その中には、ICN アネ

ット・ケネディ会長を含む、Women in Global Healthの

「世界の卓越した女性看護師・助産師 100 人以上」リ

ストの発表記念ウェビナーや、第 65 回女性の地位委員

会の一環としてシグマシータタウ・インターナショナ

ルが主催した「看護師が主導する：ジェンダーに対応

したグローバルヘルスの構築」と題したオンラインサ

イドイベントなどがあった。ICN は声明を発表し、各

国政府に対し、主任看護官を任命する措置を直ちにと

るよう要請した。ICN アネット・ケネディ会長は、6 月

に行われた「女性のリーダーシップと国連女性戦略計

画 2022-2025」に関する協議に参加し、ICN 事務局長

は、政治行動文書「リーダーシップのギャップを埋め

る：世界の保健医療労働力におけるジェンダー平等と

リーダーシップ」の発表イベントでジェンダーとリー

ダーシップについて講演した。 

https://www.icn.ch/news/icn-says-health-workers-will-have-deal-consequences-if-cop26-declaration-fails-deliver
https://www.icn.ch/news/icn-says-health-workers-will-have-deal-consequences-if-cop26-declaration-fails-deliver
https://www.icn.ch/sites/default/files/inline-files/WS_09_CSW65%20ICN%20statement%20interactive%20dialogue.pdf


  保健医療分野における女性リーダーシップの現状を

調査し、よりジェンダー平等で代表的なリーダーシ

ップを確実にするための実現可能な政策介入が存在

することを確認したこの行動文書に対し、事務局長

は ICN の確固たる支持を表明した。 

2021 年 11 月に開催された ICN 大会では、「ジェン

ダー平等と女性の地位向上：すべての人の生活をよ

り良いものにする」というパネルセッションで、ジ

ェンダー平等が最重要視された。国連人権高等弁務

官のミシェル・バチェレ博士、Women in Global 

Health のエグゼクティブディレクター兼共同創設者

の Roopa Dhatt 博士、シリア野党連合国連代表兼シ

リア女性政治運動の共同創設者 Mariam Jalabi 氏、南

アフリカ西ケープ保健大臣のNomafrench Mbombo博

士が、参加者を前に講演を行った。 

「看護師は今なお多くの課題に直面しています。

これは、女性が看護労働力の大半を占めているこ

とから、非常にジェンダーに基づいた現実である

ことが分かっています。また、保健医療における

あなたの重要性にもかかわらず、看護師の給与は

低いことが多く、軽視され、あなたの意見やニー

ズ、権利が無視されています。 

保健医療従事者に人権擁護者として権限を与える

ことで、患者のケアにおいて起こる人権侵害を防

ぐことができます。また、保健医療従事者の権利

を促進・保護し、力の非対称性を軽減し、適正な

労働条件の実現に貢献し、尊重される風土を築く

ことができます。」 

国連人権高等弁務官 ミシェル・バチェレ

ICN 大会での講演 

女子教育基金 TM 

ICN およびフローレンス・ナイチンゲール国際基金に

よる女子教育基金（Girl Child Education Fund：

GCEF）は、発展途上国において、看護師の遺児であ

る 18 歳未満の女子の初等・中等教育を支援してい

る。この基金により、これまでにケニア、レソト、ス

ワジランド、ウガンダの 400 人以上の孤児の女子が教

育を修了することができた。その多くが今度はコミュ

ニティのリーダーとなり、他の女子の強化やエンパワ

メントを助けている。親にならって看護師になった者

もいる。 

2021 年には 77 人の少女が基金の支援を受けた。4 月

には、パンデミックで学校が閉鎖されていた女子の多

くが復学した。GCEF プロジェクトから提供されたラ

ジオ、テレビ、スマートフォンを使用して、遠隔地か

ら学習を補完することができた女子もいた。 

11 月の ICN 大会では、4 カ国の NNAs が自分たちの活

動や経験、証言を発表し、GCEF への寄付を通じて、

亡くなった看護師の娘に対する継続的な支援の必要性

を啓発するセッションを開催した。 

 

2021 年 国際看護師の日 

2 月、ICN は国際看護師の日までの 100 日間のカウント

ダウンを開始し、第 1回 IND2021フォトコンテストの 4

部門の受賞者を発表した。最優秀賞はイスラエルの

Bruno Lavi 氏に授与され、マスクとフェイスシールドを

身につけた看護師 Rawan Hijana 氏の美しい白黒写真

が、パンデミックの現実を見事に表現していた。 

5 月 12 日、ICN は看護師：主導する声―将来に向けた

保健医療ビジョンと題した IND報告書を発表した。この

報告書では、看護師に対し、単なるケアの提供者ではな

く、将来の保健医療システムの構築者や設計者になるこ

とを求めている。また、看護師が保健医療サービスを成

功させる上で重要な役割を果たしていることが示されて

おり、すべての保健医療機関や政府を含むすべてのレベ

ルにおいて看護師リーダーの関与を拡大することを主張

している。ICN は特別ウェビナーも主催し、73 カ国か

ら 1,300 人以上の看護師が参加した。ICN 会長は、世界

経済フォーラムのハイレベルパネルに参加し、COVID

パンデミックにおける保健医療従事者の重要な役割につ

いて講演した。 

看護師 
主導する声 
将来に向けた保健医療ビジョン 

285 人 
GCEF のおかげで高校を卒業することができた

孤児の少女の数 

国際看護師協会 

「国際看護師の日（IND）」は、フローレンス・ナイチ

ンゲールの生誕を記念して毎年 5 月 12 日に世界各地で

祝われる。ICNは、国際看護師の日のリソースとエビデ

ンスの提示・普及を通じ、毎年この重要な一日を祝賀

している。 

 

https://www.icn.ch/what-we-do/projects/girl-child-education-fundtm-gcef
https://www.icn.ch/what-we-do/projects/girl-child-education-fundtm-gcef
https://www.icn.ch/system/files/documents/2021-05/ICN%20Toolkit_2021_ENG_Final.pdf
https://www.icn.ch/what-we-do/campaigns/international-nurses-day


  



  

ICN 目標 2：会員のエンパワメント 

ICN は、ICN活動の 3つの柱に沿って NNAsを強化し、NNAsが地域

および国レベルで重要な課題に取り組む力をつけることを目指して

いる。2021 年、ICN は 2 つの新しい会員協会、カタール看護協会

（QNA）および英国のクイ―ンズ・ナーシング協会（QNI）を ICN

の仲間に迎え入れた。 

表彰 

2021年に、数名の ICNリーダーが保健医療に多大な貢

献をしたとして表彰された。ICN アネット・ケネディ

会長は、11 月に開催された ICN 大会において、看護職

への生涯の貢献が認められ、WHO のテドロス事務局

長からグローバルヘルスにおける卓越したリーダーシ

ップに対する名誉ある「事務局長ヘルスリーダー賞」

を受賞した。また、世界的な看護労働力のリーダーシ

ップが認められ、ダブリンシティ大学から名誉博士号

を授与された。パメラ・シプリアーノ第 1 副会長は、

Healthcare Global が選ぶ「2021 年保健医療の女性ト

ップ 10」の 2 位に選出された。ICN ハワード・カット

ン事務局長は、COVID-19 パンデミック時の看護界へ

の多大な貢献が認められ、国際ロータリークラブから

ポール・ハリス・フェローの認証を授与された。ICN

ミシェル・エイコーン主任看護師は、アメリカ看護ア

カデミーのフェローに選出された。レバノン看護師協

会の前会長である Myrna Abi Abdallah Doumit 博士

は、2020 年 8 月にベイルートで起こった恐ろしい爆発

に続く数週間から数カ月間において、さらには

COVID-19 パンデミックの最中、レバノンの看護師を

率いたリーダーシップが認められ、2021 年 Women in 

Global Health の保健医療ヒロイン賞を受賞した。 

ICN は、ICN 大会および会員協会代表者会議におい

て、優れた業績を称え自発性と才能を奨励する賞を授

与した。 

国際看護師協会 



  

台湾看護師協会（TWNA）とエルサルバドル看護師協

会（ANES）は、NNA および看護職の包括性、多様

性、創造性を高めるための革新的で成功した戦略に対

して、ICN会員の包括性/代表性賞を受賞した。TWNA

は、ICN 世界看護指導者機関、TWNA ナイチンゲール

看護指導者機関、および ICN リーダーシップ 

・フォー・チェンジの 3 つの看護リーダーシップ・プ

ログラムにおける受講者の選出と経済的支援が称えら

れ、受賞した。ANES は、エルサルバドルの革新的で

包括的なプロジェクトである「看護職の専門化と資格

認定によるコンピテンシーとスキルの向上プログラ

ム」の実施が称えられ、受賞した。 

クリスチャン・レイマン賞は、優れた看護の業績を認

め、看護の最も権威のある国際的な賞として世界中で

知られている。この賞は、台湾看護師協会会長および

ICN 理事会メンバーを務めた優秀な看護師リーダーで

ある Sheuan Lee 博士に授与された。Lee博士は 2008

年に、公務員の試験を監督する考試院の無任所大臣に

任命された。 

ICN 保健・人権賞は、保健と人権の領域において、非

常に重要な人道的貢献と功績を納めた人物を称える賞

である。2021 年には、非常に早い段階から保健医療

が人権の一部であることの重要性を認識し、先見性を

発揮した Nursing Now の共同議長であるナイジェル・

クリスプ卿に授与された。 

モーイム・キム政策革新・影響賞は、情報システム政策

や看護ケアに関わる形式知の表現に参照されるオントロ

ジー参照モデルの開発に貢献したとして、Abel Avelino 

de Paiva e Silva 教授に贈られた。 

開発パートナー賞は、看護および保健医療における能力

開発に優れたリーダーシップを発揮し投資した財団、企

業、NGO、またはグループを表彰するもので、ICNへの

強力な支援と認定グローバル・ナース・コンサルタント

（CGNC）プログラム（35 ページ参照）を立ち上げた

CGFNS インターナショナルが選ばれた。 

ICN とフローレンス・ナイチンゲール国際基金の国際ア

チーブメント・アワードは、韓国のソロク島でハンセン

病患者の治療に生涯を捧げた Marianne Stoeger 氏と

Margaret Pissar氏の 2人のオーストリア人看護師に授与

された。 



  
看護学生 

ICN 看護学生運営グループ（NSSG）は、ICN におけ

る学生の参画とグローバルな看護政策における活動を

支援するために設立された。ICN 各地域から 1 名の学

生が代表を務め、2021年の主な活動としては、学生大

会の企画支援、世界保健総会への参加、各地域の

NNAs との連携による学生参画支援、ICN における今

後の学生参画の方向性の提示などが挙げられた。 

ICN 看護学生大会は 10 月 23 日にオンラインで開催さ

れ、世界中の看護学生約 500 名が集結した。2 年に 1

度行われるこの大会は、看護学生やキャリアの初期段

階にある看護師が発言できる場を提供し、ICN を通じ

て看護の未来に貢献し、影響を与えるフォーラムを提

供することを目的としている。本大会は学生を対象

に、学生が運営しており、今年は 18 ヵ国から 20 人の

学生が発表した。COVID-19 パンデミック時に看護学

生がどのように対処したのか、メンタルヘルス問題、

現在そして将来のリーダーとしての役割など、キャリ

ア初期の看護師にとって極めて重要なトピックが幅広

く取り上げられた。 

看護労働力の強化と保護 

看護労働力の課題への対応 

2021年、ICNは、「世界の看護労働力が経験した集団ト

ラウマ」、「看護師やその他の保健医療従事者の

COVID-19 感染者数と死亡者数」、「看護職のストレス

とバーンアウト」、「世界的な看護師不足と看護師の定

着」など、さまざまなトピックに関する報告書とファク

トシートを作成した。 

2020 年に発表された ICN・CGFNS・ICNM の政策概要

「上手に年を重ねるには？高齢看護師の就労を支援する

政策」を受け、2021年 5月に「高齢化する看護労働力～

アセスメントから実施まで～看護師を維持するための 10

のステップ」と題したウェビナーを開催した。2030年ま

でに世界で最大 470 万人の看護師が退職すると予想され

ており、この政策概要は、WHO「世界の看護」報告書

に基づき、高齢の看護師を職場に留めるために採用すべ

き政策と戦略について詳述したものである。 

教育 

ICN は、看護教育に関するファクトシートと政策概要

「COVID-19 パンデミックにおける看護教育と新たな看

護労働力」を発表した。この中で、2020 年 12 月に ICN

が NNAs を対象に行った調査の結果、73％の NNAs が学

部看護教育に、54％が大学院教育に混乱があったと報告

している。この概要では、専門職にとっての機会と課題

についても提示した。 

6 月に ICN、世界銀行、ECSACON、Jhpiego は「東・

中・南部アフリカ（ECSA）地域における看護師の教育

と労働市場」に関する報告書を発表し、ECSA 地域にお

ける既存のニーズに対応した看護教育への投資の重要性

を改めて指摘するとともに、有効な政策決定には情報シ

ステムが重要であることを強調した。この発表に続き、

7 月には ICN 主催のウェビナー「看護教育と労働力ー

ECSA 地域における戦略的方向性の実行」が開催され、

ECSA 地域の NNAs や Nursing Now グループとの協力関

係を構築し、WHO の SDNM に関する国や地域の優先事

項を実施する戦略を検討することが示された。 

国際看護師協会 

73% 
学部看護教育に混乱があったと NNAs が報告した割合 

https://www.icn.ch/system/files/2021-07/ICN%20COVID19%20update%20report%20FINAL.pdf
https://www.icn.ch/system/files/2021-07/ICN%20COVID19%20update%20report%20FINAL.pdf
https://www.icn.ch/system/files/2021-07/ICN%20COVID19%20update%20report%20FINAL.pdf
https://2021.icnvoicetolead.com/wp-content/uploads/2021/02/IND2021-Factsheet-01-UPDATED-EN.pdf
https://2021.icnvoicetolead.com/wp-content/uploads/2021/02/IND2021-Factsheet-01-UPDATED-EN.pdf
https://2021.icnvoicetolead.com/wp-content/uploads/2021/03/IND_Factsheet-EN-FINAL.pdf
https://2021.icnvoicetolead.com/wp-content/uploads/2021/03/IND_Factsheet-EN-FINAL.pdf
https://www.icn.ch/system/files/2021-07/ICN%20Policy%20Brief_Nurse%20Shortage%20and%20Retention.pdf
https://www.icn.ch/system/files/2021-07/ICN%20Policy%20Brief_Nurse%20Shortage%20and%20Retention.pdf
https://www.icn.ch/system/files/2021-07/ICN%20Policy%20Brief_Nurse%20Shortage%20and%20Retention.pdf
https://www.icn.ch/system/files/2021-07/Ageing%20ICNM%20Report%20_2020.pdf
https://www.icn.ch/system/files/2021-07/Ageing%20ICNM%20Report%20_2020.pdf
https://www.icn.ch/system/files/2021-07/Ageing%20ICNM%20Report%20_2020.pdf
https://www.icn.ch/system/files/2021-07/Ageing%20ICNM%20Report%20_2020.pdf
https://2021.icnvoicetolead.com/wp-content/uploads/2021/05/IND_Factsheet-EN-04.pdf
https://www.icn.ch/system/files/2021-07/ICN%20Policy%20Brief_Nursing%20Education.pdf
https://www.icn.ch/system/files/2021-07/ICN%20Policy%20Brief_Nursing%20Education.pdf
https://www.icn.ch/system/files/2021-07/ICN%20Policy%20Brief_Nursing%20Education.pdf
https://www.icn.ch/system/files/2021-07/ECSA_Report_2021.pdf
https://www.icn.ch/system/files/2021-07/ECSA_Report_2021.pdf
https://www.icn.ch/system/files/2021-07/ECSA_Report_2021.pdf


  

2021 年 年次報告書 

暴力 

保健医療従事者に対する暴力は今に始まったことでは

ないが、COVID-19 パンデミックにより、保健医療専

門職や保健医療提供者に対する暴力事件の発生が深刻

化しているように見える。 

3 月、 ICN は紛争下における保健医療保護連合

（SHCC）運営委員会の他のメンバーとともに、

COVID-19 パンデミック時の保健医療従事者、サービ

ス、インフラに対する暴力について議論するウェビナ

ーを共同開催した。Insecurity Insight 社のインタラク

ティブ・マップを立ち上げると、2020 年に報告された

保健医療に対する暴力や脅迫の報告 1,172 件が表示さ

れる。そのうち 412 件は COVID-19 パンデミックとそ

の対応策に直接関連するものであった。SHCC の創設

メンバーである ICN は、この活動に大きく貢献した。 

5 月、SHCC は第 8 回年次報告書を発表し、世界中の

保健医療従事者、施設および輸送手段に対する攻撃と

脅迫の世界的な発生状況を記録した。ICN が寄稿した

この報告書では、2020 年に戦争や暴力的紛争が続いて

いる 43の国や地域で、保健医療に対する暴力や妨害行

為が 806 件発生したことを挙げている。 

ICN は、赤十字国際委員会（ICRC）や他のパートナー

団体と緊密に連携し、武力紛争などの緊急時における

保健医療の保護を促進する「危機に立つ医療（HCiD）

プロジェクト」を実施している。関連する委員会の一

員として、ICNは 2021年 2月に開催されたユーラシア

地域イベントに参加し、COVID-19 が看護師にもたら

した影響の概要と、看護の観点から見た保健医療に対

する暴力の実態について発表した。 

保健医療従事者に対する暴力の問題は、11 月に開催さ

れた ICN 大会のパートナーシンポジウムセッション

「保健医療に対する暴力の現実を変えるべく、団結力

を新たに、看護師に力を与える」において取り上げら

れた。このシンポジウムには、ICRC、MSF、SHCCな

どさまざまな関係者が集まり、イニシアチブを取り上

げ、看護師を議論に参加させ、看護師特有の意見、リ

ーダーシップ、アドボカシーの役割を浮き彫りにし

た。特に、コミュニティから政策立案者や国家レベル

にまで、保健医療の保護を促進するために、こうした

声をどのように増幅し、力を与えることができるかを

取り上げた。 

「コミュニティがこれまで以上に保健医療従事者

を必要としている最中、彼らは大きな危険にさら

されているのです。最前線で重要な仕事をこなし

ながら、暴力や虐待を恐れているという現状は、

全くもって容認できるものではなく、彼らが経験

している集団トラウマに拍車をかけているので

す。政府やすべての利害関係者は、こうした暴力

を阻止するために自らの役割を果たし、今すぐ行

動を起こす必要があります。保健医療従事者の

COVID-19 感染率と同様に、あらゆる脅威や暴力

に関するデータを入手することが必要です。こう

したデータなしには、暴力を防止する効果的な戦

略を立てることはできません。」 

ICN 事務局長 ハワード・カットン 

ワクチンの公平性 

1 月、ICN は看護師が COVID-19 のワクチン接種を早期

に受けられるよう再度要請した。ICN は、国際高齢者団

体連盟が主催する「ワクチン政策を変えるための患者グ

ループの動員」に関する専門家会議にも参加し、リスク

を抱える人々のワクチン接種率の低さに対する政策上の

問題や行動戦略をどう位置づけるのがベストか、議論に

貢献した。ICN は、ワクチン接種プログラムにおける看

護師の関与の重要な役割を強調した。 

2月、ICNはWHOの「ワクチン公平分配宣言」への支持

を表明し、ワクチンの世界展開の遅れは破滅的な事態を

招く可能性があると警告した。ICN は、世界 54 カ国の

NNAs を対象とした最新の調査により、高所得国と低所

得国の間に著しい格差があること、またワクチン接種プ

ログラムに地域差があり、同ウイルスの新たな変異株の

蔓延を助長する危険性があることを明らかにしたと発表

した。ICN 事務局長は、世界公衆衛生協会連盟が主催す

る「COVID-19 ワクチンと公平性」に関する会議に参加

し、知識の交流を可能にし、COVID-19 予防接種への公

平なアプローチに向けた共同提唱活動の可能性を定義

し、COVID-19 ワクチンの信頼性を強化した。また、

WHO 欧州地域の非国家主体によるコンソーシアムとの

「欧州予防接種計画 2030」に関する協議会にも出席し

た。この会議では、COVID-19 ワクチン接種によって今

後 10年間の予防接種に関する取り組みがどのように展開

するのかについて議論し、パートナーシップ、現場のグ

ッドプラクティス、得られた教訓について意見交換する

機会が得られた。 

https://www.safeguardinghealth.org/sites/shcc/files/SHCC%202021%20Report%20No%20respite%20Violence%20against%20health%20care%20in%20conflict.pdf


  
3 月、ICN は世界ワクチン同盟（Gavi）、感染症流行対

策イノベーション連合および WHO が共同で開催した

COVAX 対話集会に参加し、COVID-19 ワクチンの展開

について市民社会団体やコミュニティ代表者に情報提供

し、関与を促した。4 月、ICN 事務局長はイスラエルの

オノ・アカデミック・カレッジ看護学部が主催したウェ

ビナー「COVID-19 ワクチン接種の課題に応える：看護

の視点」で講演した。また、ドイチェ・ヴェレ・テレビ

局とのインタビューで、世界の指導者たちに「ワクチン

の公平性について倫理的な対応を行う」よう呼びかけ

た。 

7月 19日に、BBCは、ICNが懸念している看護師など保

健医療従事者のワクチン接種率の低さについて報道し

た。そこでは、COVID-19 のワクチン接種の世界的な取

り組みにおいて、看護師をはじめとする保健医療従事者

が「取り残されている」と報じられた。ICN は WHO と

協力し、現状に関する情報を提供できるよう、BBC が世

界中の NNAs と連絡が取れるように計らった。その結

果、彼らのストーリーは世界中の何百万人ものBBC視聴

者、リスナーや読者に届けられた。7 月 21 日、さらに

ICN 事務局長は、看護師をはじめとする保健医療従事者

へのワクチン接種を優先させることについて、BBC のイ

ンタビューを受けた。 

9 月、ICN は、アフリカをはじめとする発展途上国での

ワクチン展開の遅れが、疲弊した看護師やその他の保健

医療従事者を危険にさらしていると引き続き警告した。

ルワンダへの視察の際、ICN 事務局長はルワンダ保健相

の Daniel Ngamije 博士と対談し、ワクチンの公平性など

について協議した。また、Newzroom Afrika に、アフリ

カにおけるワクチン接種率の不平等がもたらす結果につ

いて話した。 

11月の ICN大会では、WHO欧州地域の看護師がCOVID-

19 ワクチン接種の展開にどのように対処してきたか、ま

た、パンデミック時に国民にワクチンへの信頼を築くた

めに看護師の影響力をどう活用できるかを検討するセッ

ションが開催された。 

ICNは、COVID-19パンデミックに関する 2021年の活動

について、別途報告書を発表している。報告書はこちら

を参照。 

国際看護師協会 

https://indd.adobe.com/view/ac3a9cbc-7413-4730-899d-4d823af23695
https://indd.adobe.com/view/ac3a9cbc-7413-4730-899d-4d823af23695


  
NNAs の強化 

各国看護師協会組織開発（ODENNA） 

10 月、ICN は、アフリカ大陸における看護協会の強

化および持続可能性を高め、保健医療提供の改善と

予防医療対策につなげるための新たなパートナーシ

ップである各国看護師協会組織開発（ODENNA）を

発表した。ジョンソン・エンド・ジョンソン財団の

支援を受け、このパートナーシップは、ICN の NNAs

とアフリカの Nursing Now グループを結びつけ、現

場の看護師の保護、支援、アドボカシーの向上を目

指している。この計画には、組織評価、ICNのLFC™

プログラム（33 ページ参照）、十分に確立した

NNAsと未成熟の協会との提携が含まれており、看護

師を代表する能力を高め、相互に有益な関与と協力

関係を構築することができる。 

ODENNAパートナーシップのフェーズ 1（2021年 11

月～2022 年 6 月）では、関心を示している NNAs の

参加確保と、最終的に参加国で教育活動を実施する

NNAs の教員やファシリテーターの育成が行われる。

フェーズ 2 では、ICN 組織評価ツールの導入と、

NNAs による改善点の洗い出し計画の策定、そしてフ

ェーズ 3 では、参加各国での LFC プログラムの立ち

上げが行われる。 

ICN 看護師の倫理綱領 

10 月 20 日の世界倫理デーに、ICN は『ICN 看護師の

倫理綱領』の改訂版を新たに発表した。これは、看

護師の倫理的価値、行動責任、職務上の説明責任を明

記したもので、看護師が担う様々な役割の中で、倫理

的な看護実践を定め導くものである。2021 年改訂版

には、4 つの基本領域が設けられ、倫理的行動の枠組

みとなっている。その 4つの基本領域とは、「看護師

と患者またはケアやサービスを必要とする人々」「看

護師と実践」「専門職としての看護師」「看護師とグ

ローバルヘルス」である。倫理綱領には、看護師が基

準を行動に転換できるよう、参考になる図表も含まれ

ている。この倫理綱領は、1953 年に最初に採択され

て以来、世界中の看護師の基準となっている。 

世界継続教育同盟 

世界継続教育同盟（WCEA）と協働で、ICN はリーダ

ーシップ、マネジメント、アドボカシー、チームワー

クにおける専門職開発のための研修リソースや、無料

の COVID-19 リソースを世界中の看護師に提供してい

る。オンライン・プラットフォームとモバイルアプリ

は、低・中所得国の ICN 会員協会が無償で利用でき

る。 

2021 年、WCEA は引き続き教育パートナーを増やし、

プラットフォームを改善した。WCEA モバイルアプリ

により、最前線で働く看護師もウェビナーにアクセス

することができ、第1回目は、WHO AFRO、UNICEF、

UNFPA の共催で、WHO 分娩ケアガイドの導入につい

て取り上げた。このアプリは情報共有を促し、効果的

で迅速なフィードバックチャンネルを作ることで、こ

れらの国の最前線で働く人々の研修ニーズや経験につ

いてより深い洞察を得ることができた。 

COVID-19パンデミックを受けて、WCEAは ICN、ジョ

ンソン・エンド・ジョンソン、アガ・カーン大学看

護・助産学部東アフリカ校との提携を発表した。アプ

リで配信される集中研修プログラムの開発を通じて、

最前線で働く保健医療従事者を支援していく。 

2021 年 年次報告書 

https://www.icn.ch/system/files/2021-10/ICN_Code-of-Ethics_EN_Web_0.pdf
https://www.icn.ch/system/files/2021-10/ICN_Code-of-Ethics_EN_Web_0.pdf
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アドボカシーとロビー活動 

ICN は、世界の看護を代表し、看護職を発展させ、看

護師のウェルビーイングを推進し、あらゆる政策で保

健医療を提唱するというミッションの一環として、会

員の要請に応じて定期的に政府にロビー活動を行なっ

ている。COVID-19 パンデミック時には、看護協会が

看護職を守るために自国政府との関係強化を支援する

よう ICN に求めたため、こうした活動がより頻繁に行

われるようになった。 

1 月、ケニア全国看護師協会の要請により、ICN 会長

はケニアのウフル・ケニヤッタ大統領に書簡を送り、

進行中のストライキや抗議行動を解決し、保健医療従

事者が身体的・経済的・精神的な保護を得られるよう

に、NNAや看護師、その他保健医療従事者と対話を始

めるよう要請した。 

3 月には、レソト看護師協会の要請を受け、レソトの

看護師が給与、安全、適正な労働条件をめぐってスト

ライキを行い、数百人が解雇されたことを受けて、

ICN は同国の首相に復職を求める書簡を送った。 

5 月、ICN はミャンマー政府に対し、看護師やその他

の保健医療従事者の権利を尊重するよう要請した。2

月の軍事クーデター以降、ミャンマーでは看護師や保

健医療従事者が、病人や負傷者の治療要請だけでな

く、保健医療従事者の健康とウェルビーイングを危険

にさらす暴力事件の増加により、強いプレッシャーに

さらされていた。 

6 月、ジュネーブで米国のジョー・バイデン大統領と

ロシアのウラジーミル・プーチン大統領が会談した

際、ICN はジュネーブに集まったスイスの看護師とと

もに、パンデミックのために亡くなった世界中の

115,000 人以上の保健医療従事者を追悼する機会に恵

まれた。ICN は、スイスの看護師が国民投票によっ

て、給与や教育、労働条件の改善を確保しようとする

試みについても支援した。11 月 28 日に可決されたこ

のイニシアチブは、看護職を正しく評価するために、

政府および各州に対して、養成する看護師の数を増や

し、一定の労働条件と給与を保証するよう求めた。 

8 月から、ICN はアフガニスタン看護師協会と定期的な

対話を行い、特に女性や女子の人権の尊重と認識がアフ

ガニスタンでの政治的議論の中心となるよう、国際社会

に呼びかけた。アフガニスタン看護師協会は、紛争から

逃れたアフガニスタン看護師を受け入れている国々に対

し、彼らを支援し、自国の保健医療システムに組み入れ

るよう要請した。アフガニスタンに残っている看護師、

特に女性看護師の大半は、給与を受け取ることができる

のか、さらには将来的に仕事があるのかという懸念に直

面していると強調した。 

ICN 人道基金 

パンデミックの最中であっても、自然災害や人為的な

紛争は死者や負傷者、被害をもたらし続けている。ICN

は、他の人道危機もカバーできるよう、災害基金を拡

大した。人道基金は、災害や紛争が起きている地域お

よび期間に働く看護師や NNAs を支援する。 

2021 年、スラウェシ島での一連の地震をはじめ、多く

の災害が NNAs に影響を及ぼした。1 月のインドネシ

ア、8 月のハイチ地震（マグニチュード 7.2）、ミャン

マーの軍事クーデター、アフガニスタンの政変、12 月

のフィリピン台風「ライ」などが発生した。ICN はこれ

らすべての国のNNAsに連絡を取り、看護師に支援と連

帯を提供した。 

ICN は世界人道デーに、世界各地の紛争や災害で支援を

続ける保健医療従事者と援助関係者を称えると同時に、

気候変動が人々の健康やウェルビーイング、世界の発展

に及ぼす脅威を指摘した。 
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ICN 世界看護指導者機関™ 

革新的で高い評価を得ている ICN 世界看護指導者機関

（GNLI）™は、看護師の政治・政策に対する理解と

影響力を強化することに焦点を当てた戦略的な政策リ

ーダーシップ・プログラムである。このプログラム

は、持続可能な開発に取り組む世界的な動きにおける

看護の機会という枠組みで、国連の持続可能な開発目

標を支える重要なテーマを探求している。GNLI2021

では、健康格差と COVID-19 パンデミックに重点を置

き、学生が地元、地域、国、世界的な政策の議論と行

動に参加するための準備を行なった。 

2020 年、GNLI はオンライン・プラットフォームに移

行したため、GNLI 2020 のモジュール 2 は 2021 年 1

月～3 月に実施され、21 カ国から 23 人の学生が参加

した。その後、学生は個々の、そして地域のプロジェ

クトを準備し、プロジェクトについて 2021 年 6 月に

WHO 地域代表者やその他関係者に発表した。ICN 代

表団として 2 人の学生が世界保健総会に招待された。 

GNLI 2021は 2021年 9月に開始し、19カ国から 30人

の学生が参加した。GNLI 地域担当教員は、各地域の

学生と会合し、看護師の政治的・政策的理解と影響力

を強化し、地元、地域、国、そして世界的な政策につ

いての議論と行動に学生が参加できるよう準備を整え

るため、プログラムの作業を開始した。年内に、

WHO 地域事務局の地域リーダーが各地域の学生とと

もに優先事項について話し合い、看護師リーダーと

WHO 地域事務局との間に重要な橋渡しを行なった。 

GNLI 修了生のネットワークが正式に発足し、地域代表

者によって構成される運営委員会が、地域会議を通じて

設置された。GNLI修了生は 11月の ICN大会で再会を果

たし、GNLI 卒業後の個人的・職業的経験や現在の仕

事・プロジェクトを共有する専用セッションを実施し

た。 

2021 年には、バハマ、カンボジア、中国、インド、ノ

ルウェーで LFC プログラムが実施された。バハマで

は、看護師リーダー9 人のグループを対象とした新しい

LFC プログラムが 2021 年 1 月に終了した。デンマーク

看護師協会が出資するLFCカンボジアは、2021年 10月

に開始し、2022 年半ばに完了する予定である。GNLI を

修了した上級看護管理者は、自国での LFC プログラム

のメンターやファシリテーターを務めている。これは、

看護師リーダーが次世代の看護師リーダー育成を支援す

る主な例である。 

ICN 目標 3：戦略的リーダーシップ 
 
 

ICN は、人々、保健医療システム（保健医療と社会的ケアを含む）およ

び看護師の現在および未来のニーズを満たすため、看護職を前進させる

戦略的リーダーシップの発揮を目指す。 

リーダーシップ・フォー・チェンジ TM 

1995 年に創設された ICN リーダーシップ・フォー・チ

ェンジ（LFC）プログラムは、看護実践の改善と健康

アウトカムの向上を目的として、組織的改革の実行に

求められるリーダーシップスキルを備えた看護師の養

成を目指している。LFC プログラムは、実施される国

の NNAs と密接に連携し、その国独自のニーズに対応

して作成される。現在のプログラムと実施法は効果を

上げ、より強固で効率的な労働力を構築し、サービス

提供の対象となる人々にも大きなメリットをもたらし

ている。ICN の LFC プログラムは、70 カ国以上で実施

されている。 

https://www.icn.ch/what-we-do/projects/leadership-changetm-lfc
https://www.icn.ch/what-we-do/projects/leadership-changetm-lfc
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2021 年は、ジョンソン・エンド・ジョンソンの支援

により、中国における LFC の重要な節目の年となっ

た。この取り組みは、中国における看護実践を改善

し、より良い健康アウトカムを達成することを目的と

して、リーダーシップスキルを有する上級看護師 400

人の育成を目指している。初期段階の試験的セッショ

ンと指導者育成セッションに続き、2021 年にはより

広範囲にプログラムが展開された。これは、中国の看

護師がグローバルヘルスの課題に対する理解を深め、

国際的なリーダーシップスタイルへの洞察を得て、グ

ループプロジェクトを通じて組織変革を展開し、保健

医療システムの再設計と変革において管理能力を向上

させるのに役立った。中国のさまざまな省で実施され

ている研修に伴い、中華護理学会と各地の看護協会と

の間に強力な協力関係が形成され、これは看護職に長

期にわたる影響をもたらすと考えられる。 

COVID-19 パンデミックによる遅れを受けながらも、

インドでの LFC プログラムが 2021 年 12 月に開始さ

れ、看護師リーダー40人が 2つのグループに分かれて

研修を受けた。2021年 1月に、ノルウェー看護師協会

はオンラインでの開催に対応し、LFC プログラムの実

施を継続した。 

ICN 大会では、「リーダーシップ開発の実践：ICN リ

ーダーシップ・フォー・チェンジおよび世界看護指導

者機関プログラム」に関するシンポジウムが開催され

た。GNLI と LFC のプログラムディレクターが、それ

ぞれのプログラムの目的、手法、アウトカム、パンデ

ミックによってもたらされた変化について発表した。

各プログラムの過去の参加者が、そこでの体験と自分

自身、看護、保健医療への影響を共有した。このセッ

ションでは、これらのプログラムが国内、地域、世界

で看護リーダーシップの開発をどのように高めるかに

ついての議論が行われ、幕を閉じた。 



 
 
 
  

国際看護師協会 

ICN 認定グローバル・ナース・コンサルタ

ント 

2021 年 2 月、ICN と CGFNS インターナショナルは、

看護師の卓越した能力を認め、認定グローバル・ナー

ス・コンサルタント（CGNC）の集団を育成するため

の初の認定プログラムを立ち上げた。この新たなプロ

グラムにより、ICN は、世界中で高まる専門的な看護

アドバイスへの需要に応えるため、強力な専門家リソ

ースを形成する優秀な看護師集団を特定し、認定する

ことができる。CGFNS インターナショナルと ICN

は、CGNC 認定プログラムを通じて、専門臨床家や政

策立案者から教育者、管理者など、様々な役割を担う

世界中の看護師の能力を認証していく。 

アドバンスト・プラクティス・ナーシング 

COVID-19 パンデミックの際に、アドバンスト・プラ

クティス・ナーシング（APN）は、患者のケア、治

療、生存そのものにおいて重要な役割を担ってきた。

APN は世界的に最も急速に成長している保健医療専門

職の 1 つである。APN は、ケアへのアクセスを改善

し、人々の健康を向上させ、保健医療費を削減するう

えで、保健医療システムの革新に欠かせない存在であ

る。 

APN に関する出版物 

2021年、アドバンスト・プラクティス・ナーシングに

関する一連のガイドラインの一環として、ICN は 2 つ

の新たな報告書を発表した。「麻酔看護師ガイドライ

ン」は、2015 年 WHA 決議（WHA 68.15）を支持し、

「ユニバーサル・ヘルス・カバレッジの一環として、

緊急時や必要不可欠な外科的ケアおよび麻酔を強化す

る」こと、そして、2030 年までに世界中の 50 億人の

人々が安全で手頃な価格の外科的および麻酔ケアを利

用できるようにすることを保証した。この決議を採択

した国は、麻酔看護師の役割を強化し、国民に安全で

安価な麻酔ケアを提供するために、これらのガイドラ

インを利用することができる。 

新しい「看護師の処方権に関するガイドライン」は、政

策立案者、教育者、規制担当者、保健医療計画者、看護

師、その他の保健医療専門職に情報を提供するために、

看護師の処方に関する共通理解を促進することを目的と

している。また、看護師の処方を発展させ、強化するた

めには、決定的要素が必要であることを強調し、各国政

府に対し、看護師への適切な教育、規制当局の連携、コ

ンピテンシーを維持するための継続専門職開発を確保す

るよう求めている。 

ICN は Springer 社との提携により、アドバンスト・プラ

クティス・ナーシングに関する一連の書籍を制作し、

ICN会員には 20%の割引価格で提供している。2021年に

は、看護における高度専門実践の詳細な調査と、臨床の

クリニカル・ナース・スペシャリスト（CNS）の高度な

実践的役割をテーマとする「CNS の役割と実践」、そし

て「アドバンスト・プラクティス・ナーシングのスピリ

チュアルな側面」という 2 冊が発売された。 

ICN ナース・プラクティショナー /アドバンス

ト・プラクティス・ナーシングネットワーク 

8 月、ICN NP/APN ネットワークは第 11 回会議を開催

し、48 カ国から 1,000 人以上のアドバンスト・プラクテ

ィス・ナースが参加した。カナダのジャスティン・トル

ドー首相は、「2020年以降のアドバンスト・プラクティ

ス・ナーシングを構想する：より広範囲まで、より大き

な影響力を」というテーマを掲げたオンライン会議の開

会式でスピーチした。 

ICN NP/APN ネットワークは、COVID が蔓延する中、ア

ドバンスト・プラクティス・ナースの感情的・精神的な

ウェルビーイングと回復力が、これまでどのような影響

を受けてきたかを理解するために、2 回目の大規模な国

際研究を実施した。本研究は、ICN NP/APN ネットワー

クの「研究と企業のグローバルアカデミー」の研究の一

環であり、APN の継続的な開発に情報を提供し、促進す

る研究と企業に焦点を当てている。 

1,000 人 
2021 年第 11 回 ICN NP/APN 会議に出席した APN の数 

https://www.icn.ch/system/files/2021-07/ICN_Nurse-Anaesthetist-Report_EN_WEB.pdf
https://www.icn.ch/system/files/2021-07/ICN_Nurse-Anaesthetist-Report_EN_WEB.pdf
https://www.icn.ch/system/files/2022-08/ICN_Nurse_prescribing_guidelines_EN.pdf
https://link.springer.com/book/10.1007/978-3-319-97103-2
https://link.springer.com/book/10.1007/978-3-030-71464-2
https://link.springer.com/book/10.1007/978-3-030-71464-2


  



ICN 大会 

ICN は、2 年に 1 回、会員協会の主催により、看護師

を参集する国際会議を開催している。大会を通じて、

ICN は、豊富なテーマについて最新の情報を提供し、

刺激的な基調講演を設定することができる。また、看

護師にとって、専門分野・文化・国を越えて相互の関

係を築き、看護の知識とリーダーシップを発信する素

晴らしい機会となっている。 

第 28 回 ICN 大会は、2021 年にアラブ首長国連邦のア

ブダビで開催を予定していた。しかし COVID-19 パン

デミックのため、初めて ICN 大会をオンラインで開催

した。4 日間で 132 カ国から 5,500 人以上の参加者が

集まり、元ニュージーランド首相でパンデミック対

策・対応のための独立パネル議長であるヘレン・クラ

ーク氏、元国連事務局長の潘基文氏、人権高等弁務官

で前チリ大統領のミシェル・バチェレ氏、元英国首相

ゴードン・ブラウン氏など、新旧の世界的指導者を含

む専門家の話に耳を傾けた。 

「現在私たちは課題に直面していますが、パート

ナーシップ、イノベーション、持続可能性、そし

てすべての人に保健医療を拡大し提供するという

コミットメントの精神に基づいて協力すれば、こ

の不確実な時代に耐え抜くだけでなく、成功する

ことができるでしょう…私たちは共に、世界中の

看護師一人ひとりに大きな影響を与え、悲劇的に

115,000 人の保健医療従事者の命を奪ったこの恐

ろしいパンデミックを終わらせることができるの

です。」 

前国連事務総長 潘基文 

ICN 大会での講演 

WHO 事務局長のテドロス・アダノム・ゲブレイェソ

ス博士、WHO COVID-19 テクニカルリーダーの Maria 

Van Kerkhove 博士、ノルウェー外務省グローバルヘ

ルス大使の John-Arne Røttingen 博士、ムナー・ア

ル・フセイン国王母、Women in Global Health 事務局

長の Roopa Dhatt 博士など、保健分野の専門家の講演

が行われた。ICN アネット・ケネディ会長、米国下院

議員の Lauren Underwood 氏、セイシェル保健大臣の

Peggy Vidot 氏、南アフリカ西ケープ州保健大臣の

Nomafrench Mbombo 博士など、最高レベルの看護師

リーダーもこの大会で講演を行った。その他、国際労

働機関事務局長のガイ・ライダー氏、シリア野党連合

国連代表の Mariam Jalabi 氏、英国国会議員兼保健医

療・社会保障特別委員会議長の Jeremy Hunt 氏などの

著名人が登壇した。テニスチャンピオンのロジャー・

フェデラー氏、世界的なメディアリーダーで慈善家の

オプラ・ウィンフリー氏、宗教指導者のフランシス

コ・ローマ教皇、ミュージシャンの Bono 氏と Carla 

Cruells Perez 氏、K-POP アイドルバンドの SHINee、

オーストラリア首相のスコット・モリソン氏、芸術家

の Philip Stanton 氏など、世界中の著名人が支援メッ

セージを寄せた。 

世界中を看護する 

2021 年 11 月 2 日～4 日 

  

国際看護師協会 

ICN 目標 4：革新的な成長 
 
 

ICN は、戦略的目標に基づき、事業と利益創出の機会を特定・確保・多

様化することを目指す。 
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会議のテーマである 「世界中を看護する」は、毎日開

催される地域セッションに反映され、ICN の 6 地域（東

地中海、欧州、アフリカ、アメリカ、西太平洋、南東ア

ジア）における問題点や課題が浮き彫りになった。 

セッションでは、以下のような様々な話題が取り上げら

れた。COVID-19 パンデミック、世界健康安全保障、緊

急・災害対策、テクノロジー、メンタルヘルス、看護へ

の投資、看護規制、保健医療システムの強化、患者安

全、マスメディアにおける看護、看護教育、ヘルシー・

エイジング、看護リーダーシップ、ジェンダー平等、非

感染性疾患、保健医療従事者の人権と権利、看護労働力

不足、デジタルヘルスデータ、看護師の健康とウェルビ

ーイング、WHO SDNM。 

看護実践国際分類® 

 
 

 

ICNは、SNOMED Internationalと協力して、世界中で使

用されている最も包括的な臨床用語集である SNOMED 

CTに ICNPを統合し、2021年 10月に「ICNP SNOMED 

CT Nursing Practice Refset」をリリースした。ICNP の

統合により、SNOMED CT内の看護コンテンツが強化さ

れ、より幅広いユーザー層で記録の共有と患者中心のケ

アを実現することが可能になる。ICNP の専門家は、

SNOMED CT 内の看護コンテンツを統括する SNOMED 

International 看護臨床参照グループに積極的に参加して

いる。 

ICNは、良好なガバナンスを確保するため、2021年 4月

に ICN認定 ICNP研究開発センターの各代表と ICN理事

会のリエゾンからなる ICNP 編集委員会を設立した。編

集委員会は、ICNP の質を保証し、世界中の看護師のた

めに関連性と有用性を確保する。 

ICNP 2021 年版はこちらからアクセス可能。 

メディアとソーシャルメディア 

2020 年と 2021 年は、ICN にとって、そして私たちすべ

てにとって異例な年だった。従来の形での共有・協力・

会合の多くが中止された中、ICN が会員協会、提携団

体、パートナーおよび一般市民とのコミュニケーション

を維持できたのは、ソーシャルメディアがあればこそだ

った。この 1 年間で、ICN は Twitter で 4,500 人以上、

Facebook で約 5,000 人の新しいフォロワーを獲得し、

LinkedIn のフォロワー数はほぼ倍増した。YouTube チ

ャンネルには、ウェビナーの録画、会員へのメッセー

ジ、世界保健総会やその他の国際会議での声明など、24

本の新しい動画を追加した。ICN 主任看護師は、ICN の

ウェブサイト上で月刊ブログを開設し、ICN の看護・プ

ロジェクト活動を紹介している。 

 

BBC とのパートナーシップ 

2021 年 5 月、ICN と BBC StoryWorks は、ICN の NNAs

と連携して一連のビデオ映画を制作する 12 カ月間のキ

ャンペーンを発表した。これらの映画は、世界の看護労

働力に光を当てるために、BBC のウェブサイトの専用

ハブで紹介される。この画期的なシリーズは、ユニーク

で親密な看護の世界を描写することで、看護という職業

について一般の人々に伝え、情報を提供する。ICN 大会

では、看護師のストーリーを紹介する動画が放映され

た。 

出版物 

2021 年に製作された ICN の出版物は、本報告書の中で

言及されている。すべての出版物は ICNウェブサイトに

掲載されている。ICN の機関誌であるインターナショナ

ル・ナーシング・レビューは、主に看護師と関連のある

看護・保健医療政策の問題に焦点を当てた四半期ごとの

査読制の雑誌で、インパクトファクターは増加してい

る。7 月、Parveen Ali 教授が同誌の新しい編集長に任命

された。看護師であり助産師でもある Ali 博士は、シェ

フィールド大学の看護学教授として優れた経歴を持ち、

さまざまな賞を受賞している。2013 年 5 月から同誌の

編集を担当してきた Sue Turale 教授の後任となる。 

 

看護実践国際分類® 

看護実践国際分類（ ICNP®）は、地方・地域・国

内・国際レベルで看護実践の説明と比較を容易にする

国際基準を提供するものである。1999 年の導入以来

19 カ国語に翻訳され、現在、世界 14 カ所の研究開発

センターで、200 件以上のプロジェクトが実施されて

いる。隔年で ICNP の新版が発表されている。 

https://www.icn.ch/what-we-do/projects/ehealth-icnptm
https://www.youtube.com/c/IcnChnurses/videos
https://www.youtube.com/c/IcnChnurses/videos
https://www.icn.ch/nursing-policy/icn-chief-nurse-blog
https://www.icn.ch/publications
https://www.icn.ch/nursing-policy/international-nursing-review
https://www.icn.ch/nursing-policy/international-nursing-review
https://www.icn.ch/what-we-do/projects/ehealth-icnptm/about-icnp
https://www.icn.ch/what-we-doprojectsehealth-icnptmabout-icnp/icn-accredited-centres-icnpr-research-development
https://www.icn.ch/what-we-doprojectsehealth-icnptmabout-icnp/icn-accredited-centres-icnpr-research-development
https://www.icn.ch/what-we-doprojectsehealth-icnptmabout-icnp/icn-accredited-centres-icnpr-research-development


  

2021 年は、内部統制環境の強化と新たな業務計画の

実施に注力した。 

KCHF および MCHF とは、それぞ

れ、千スイスフランおよび百万スイスフランを表しま

す。 

ICN の財務状況は引き続き健全で安定しており、総資

産は 1,240 万スイスフラン、組織の指定資金と一般資

金は 940 万スイスフランである。 

2021 年は、パンデミックによる看護師と助産師への壊

滅的な影響について強力なアドボカシーとコミュニケ

ーション活動を継続し、オンラインでの ICN 大会と

CNR が成功を収めた。2021 年の事業利益は、大会の

純利益 232,000 スイスフランを含めた 181,000 スイス

フラン、2021 年の最終結果は、355,000 スイスフラン

の利益である。ICN大会は2年に1度開催されるため、

大会開催年の事業収入および支出はいずれも前年より

高くなることに留意する必要がある。 

大会からの収入

を含め、2021年の純営業収入 660万スイスフランのう

ち、会費が 67％を占めています（2020 年は 84％）。

2021年の運営収入の増加は、大会の収入 110万スイス

フランと、ICN リーダーシップと組織開発プログラム

のために受け取った追加資金 50 万スイスフランによ

ってもたらされたものです。 

看護活動 

看護コミュニケーション・イベント 

プログラム 

経営・ガバナンス 

総務・運営 

本年度の事業支出は、主に以下のプロジェクトによる影

響を受けている。収益に関しては、当年度の事業支出の

推移は、90 万スイスフランの大会経費に牽引されたも

のである。2021 年は、ICN のプログラムが発展し、特

にリーダーシップと組織開発の取り組みが増え、その実

施の増加により、2020 年と比較して追加収支が発生し

ている。2021 年の会員協会代表者会議（CNR）は、オ

ンラインで開催され、その経費は 20 万スイスフランで

ある。 

財務活動の結果 

当年度の財務結果は、投資収益と為替レートの影響によ

り、174,000 スイスフランの利益となった。 

2021 年度決算概況 

内部統制システムと監査 

 
ICNの決算は毎年、外部の独立監査法人 KPMGの監査

を受けている。 

 

また、専門の監査・リスク委員会（Audit and Risk 

Committee）が設置されており、ICN のリスク管理や

内部統制、コンプライアンス制度の有効性に関する監

視を理事会に提供している。独立した公平な委員会と

して、理事会、CNR、会員協会に対して定期的に業務

の報告を行っている。 

財務概要 

 
監査を受けた決算書から、一部情報を抜粋して掲載す

る。通貨単位はスイスフラン、KCHF および MCHF と

は、それぞれ、千スイスフランおよび百万スイスフラ

ンを表す。 

収入 

 
ICN の活動は主に会費で支えられており、ICN 大会収

益を除く 2021 年度の事業収入の 80%を占める。大会

からの収入を含め、2021年の純事業収入 660万スイス

フランのうち、会費が 67％を占める（2020 年は

84％）。2021年の事業収入の増加は、大会収益110万

スイスフランと、ICN リーダーシップ・プログラムと

組織開発プログラムからの追加資金50万スイスフラン

によるものである。 

支出 

 
2021 年度の予算は以下のように分配された。 

 

• 65%：看護政策、プログラム、コミュニ

ケーション・イベントを通じた会員協会

と世界の看護の支援 

• 13%：会員協会の強化・支援・連絡にあ

たる経営・ガバナンス 

• 22%：ICNの中核的なミッションを支える

総務・運営 
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